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研究概要 

風邪をひいて体調が悪いといつもより悲観的にな

ったり、肌の調子が悪いと考えが卑屈になったりした

ことはありませんか？身体と心の状態が関連している

ことは、日常で感じることも多いのではないでしょうか。 

私はこれまで主に、「がん」という大病に直面した

患者さんとご家族を対象に、心理学的側面からその

経験を理解し、支援方法を提案するサイコオンコロジ

ーを専門としてきました。 

心身の状態は関連しているので、がんの診断を受

けたとき、再発が判明したとき、治す手立てがなくな

ったとき、自分らしく現実に向き合うのは簡単なことで

はありません。病と向き合う状況でも、自分らしく治療

や人生を選択していくために心理学を役立てたいと

考え、研究を続けています。 

最近は、認知症の患者さんやご家族の支援、病

気になる前の家族関係の在り方についても関心が広

がり、生涯発達の視点で人生を豊かにするために心

理学を活かすことに興味をもっています。 
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研究テーマ 

１．がん患者とその家族の意思決定支援 

人生の最期を決定する意思決定は、客観的で合理

的な選択が最良とは限りません。そこで、“後悔を減ら

すこと”を、終末期のがんの治療選択におけるひとつの

落としどころとして研究を行ってきました。 

心理学分野における先行研究では、後悔が生じや

すい条件や、後悔をしやすい意思決定スタイルが明ら

かになっています。日本のがん医療における意思決定

は、本人だけでなくご家族が大きな影響を及ぼすこと

が多いという背景から、本人とそのご家族を含めて、

後悔の少ない意思決定支援の在り方について提案を

行っています。 

また、近年の急速な高齢化を背景に、意思決定に

おける加齢の影響も加味した研究を行っています。 

２．がん患者の夫婦間コミュニケーション 

 家族の一員ががんになると、患者だけでなく家族にも

大きな影響があります。家族は、闘病と仕事や家事、

子育ての両立に疲弊した状況で、患者への接し方に思

い悩み、患者より心理的不適応状態に陥ることも少なく

ないことが報告されています。このような状況で、患者

と家族の間のミス・コミュニケーションは生じやすく、両

者の適応に深刻な影響を及ぼすことがあります。 

 これまでに乳がん患者と配偶者を取り上げ、夫婦間

のミス・コミュニケーションを研究してきました。男女のコ

ミュニケーションの違いを土台として、がんという特殊性

が加わることで、よりネガティブな影響が強まる状況を

量的・質的アプローチで明らかにしてきました。配偶者

向けのウェブサイトを立ち上げて情報提供しています。 

人生を豊かにする生涯学習の心理学 

Keywords ：がん患者 認知症患者 家族コュニケーション 意思決定 後悔 
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３．認知症患者の家族の代理意思決定支援 

学内の共同研究プロジェクト（認知症高齢化社会の

質の向上のための医工文理アプローチによる研究）の

サブテーマとして、認知症患者とその家族を地域で支

えていく仕組みづくりに関する共同研究を行っています。 

認知症は、本人の認知機能が低下していくために、

意思決定能力が蝕まれていく病といえます。患者を支

える家族は、患者の人生の最期を代理で意思決定し

ていく場面にも多く遭遇します。がん患者と家族の意

思決定との共通点や相違点を整理したうえで、家族が

後悔しない意思決定支援について提案を行っていき

たいと考えています。 

４．いのちの教育の在り方とその効果 

人は生まれたからには、誰でも死を迎える運命にあ

ります。しかし、人生の終わりを決める病気は、そもそも

かかるのか？それは、どのような状況で、いつなの

か？そのすべては、誰にも予測することはできません。

今を生きる私たちにできるのは、あるのでしょうか。 

大学の授業の枠組みにおいて、生きていく上でのレ

ジリエンスを高めるためには、どのような教育が効果的

で、どのような工夫が必要なのか、ゼミ学生と共同で

継続的に研究を行っています。
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趣味 

👉👉美味しい酒どころめぐり 

「とりあえず、ビール！」から始まり、ワインや焼酎、ブランデー、日本酒…美味しいお酒が大好きです。お酒にぴっ

たり合う食事を五感で楽しみ、その場を囲む人と時を共有する。最高に幸せを感じる瞬間です。 

👉👉植物とのふれあい 

観葉植物や果物や実のなる植物を育てたり、季節のお花を咲かせるのが好きです。 

 

ゼミの宣伝 

卒論のテーマは、意思決定・後悔・親子関係・結婚観・死生観・etc… 

と様々です。ゼミは、集まる人によって、作り出される雰囲気が全く違って、 

毎年、本当に面白いです。楽しく、そして真剣に学びたい人は、その空間を 

自分たちで作る自覚をもって、ぜひ、塩﨑ゼミに集合してください！  




